
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
栄町行政区   区長 田沼不二男 上柏田行政区   区長 日野功史 

 栄町行政区は、年間４大行事を中心に活

動を展開しております。内訳は、7 月のかっ

ぱ祭り、9 月の敬老大会、10 月の岡田地区

市民体育祭そして 11 月の栄町ふれあい祭

りです。特にこのお祭りは、野菜直売会を

はじめ各種模擬店で賑わう行政区最大のイ

ベントとなっています。 

本年は第 8 回の 

開催になります。 

皆様のお越しをお 

待ちしています。 

 

中柏田行政区   区長 飯塚幸雄 

〇公会堂開放は昨年７月から実施、毎月

10 日と第４土曜日の月２回午後１時～３

時迄開放し、かっぱつ体操や輪投げゲー

ム等で楽しんでいます。 

参加者同士で情報交換などコミュニケ

ーションを図り有意義な時間を過ごして

います。今後はカラオケ等趣味の講座や

勉強会等を予定しています。 

〇見守りは、月２回区内を東西コースに

分け、すまいるサポーターによる見守りを

実施。地域住民の安心安全をお手伝い、

高齢者家族、一人住まい、昼間子供だけ

になる家庭等を重点に地域防犯、安全点

検の意識で区内パトロールを実施中です。  

東岡見行政区   区長 三村武教 

○昨年 8 月に立ち上げた・たまり場は 10

サークルが活動の輪を広げています。引き

こもりがちだったお年寄りが交流の輪に

加わるなど確実に成果が出ています。他行

政区からの参加者も増えています。 

 

 

 

 

 

 要援護者の円滑な避難支援を進めるた

め、上柏田行政区では、災害時安否確認対

象者へ適切に対応できるように、見やすい

「災害時安否確認対象者リスト」と「災害

時安否確認対象者台帳」を作りました。 

 災害時の初期状況をいち早く把握する

ため、「安否確認プレート」を全戸配布し、

玄関先に掲げる事を約束しました。要支援

者は勿論、区民全体に状況が把握できるよ

うにしました。 

 要援護者の方に対しては、２名の方の支

援サポーターを決めて日頃から見守り、訪

問などを通じて信頼関係を築いています。 

第八岡見行政区  区長 提箸明晴 

かっぱ祭りの２週間前、有志が集まり二

手に分かれ山車と竿灯作りが始まった。 

今回は竿灯作りを紹介。まずメインの垂直

の竹にさらしを巻き、その上に赤の幅広ビ

ニールテープを斜めに巻く。次に横の竹 4

本にもさらし、赤のテープを斜めに巻き、

等間隔にソケットのついた電線を横の竹

に取りつける。 

 電球、提灯（24 個） 

を取り付け完了、その 

間約 3 時間さあ、今年 

も竿灯の出来上がり。 

かっぱ祭りで今年も 

大いに囃しました。 

 

松ケ丘行政区   区長 森 孝雄 

皆様、健康寿命ってご存知ですか。 

松ケ丘行政区は市の平均よりも健康診断

受診率が高く、その分健康寿命も高いそう

です。いつまでもお元気で。 

 今年の敬老の日祝賀会は、9 月 12 日に

池辺市長をお迎えし会館ホールで行われ

ました。明るい健康的な笑顔の高齢者 117

名の内 50 名参加、お弁当と手作り料理に

ワインを頂き、楽しいお話、昔を懐かしむ

クイズ等で 3 時間 

があっという間で 

した。  

 来年以降対象者が 

大幅に増えそうで 

喜ばしい悲鳴です。 
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 平成 27 年 6 月 13 日、中央学習センター多目

的ホールで第２回報告大会が、すまいるサポー

ター約 100 名の参加を得て開催されました。 

報告大会終了後、同じ会場で立食パーティー

を開き、日ごろ顔を合わせる機会の少ないすま

いるサポーターが行政区の垣根を越えて親睦を

深めました。 

 大会の主な報告内容は、次の通りです。 

① 全行政区で 1 対 1 の見守り体制を確立し、

さらに充実させていきます。 

② 子育て支援では牛久市の子育て支援情報を

収集し、ホームページ上に掲載しました。 

③ 給食を食べる会、授業参観、歌声集会、校 

長先生の話を聞く会など、学校との連携を

深める活動をしました。 

④ 交通移動支援体制構築を目指しています。 

⑤ 健康長寿を目指して、牛久市健康づくり推

進課と協働プロジェクトを推進します。 

⑥親睦会やふれあいサロン等を通じて住民交

流の輪を広げていきます。 

⑦ホームページを公開し、地区社協の活動を

ＰＲしていきます。 

 

 

 健康長寿戦略チームでは、地区社協の皆さ

んが一堂に会してコミュニケーションを図る

目的で、「落語を楽しむ会」を 6 月 27 日（土）

岡田小学校体育館で実施しました。 

 笑うことで大脳からドーパミンという神経

伝達物質が分泌され、脳の覚醒レベルを上げ

記憶や学習機能を高め認知症を防ぎます。 

 腹の底から思いっきり笑って免疫力を高

め、健康長寿に結びつける目的で開催された 

イベントに 200 名以上の方々に参加頂き

大盛況のうちに終わる事ができました。

皆様ご協力有難うございました。 

 
 

    住民交流チーム 尾上容子 

住民交流チーム  尾上容子 

 平成 27 年 7 月 22 日（木）運営委員 33 名

が参加して、地区社協初めての日帰り研修ツ

アーを実施致しました。 

 初めに、つくば市の筑波実験植物園でガイ

ド嬢の案内で、「サバンナ温室」へ、いろいろ

と珍しい植物を観察して皆さん感動！！！ 

午後は守谷市の「アサヒビール茨城工場」を

見学しました。ビールの熟成タンクは 350ml

缶が 140 万本入るタンクが 150 基あると聞い

てびっくり。最後に最上階の展望室に上がり、

出来立てのビールで乾杯、美味しくいただきま

した！  

岡田小地区社協  会長 鈴木  朗 
 

健康長寿戦略チーム   

飯塚幸雄 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
住民交流チーム   リーダー 尾上容子 

 平成 27 年度の活動計画は、次の３項目を

柱にしました。 

１）岡田地区社協を構成する 12 行政区す 

べてで「ふれあいサロン」を立ち上げる。 

２）第２回報告大会後に大会参加者全員に 

よる懇親会を実施する。 

３）運営委員を対象にした視察研修を実施す

る。 

２）および３）はすでに実施しました。 

 

                          

                   

 

見守りチーム  リーダー 井寺清人 

 岡田小地区の見守りについては、本年１

月末で全 12行政区揃って体制が整備され

ました。 

 今年度は、見守り体制をさらに充実強化

することを活動計画として決定しており、

具体的には 

１）本当に見守りが必要な人を対象者に追

加する。 

２）効果的な見守り方法を構築していく。 

ことになっています。 

  この活動計画をどのように実行に移す

かについて協議を行うため、今年度の第１

回見守り体制チーム会議を、遅くとも 11

月末までに開催する予定で準備しており

ます。 

健康長寿戦略チーム  
リーダー  飯塚幸雄 

子育て支援チーム  
リーダー 鶴長文正 

 健康長寿戦略チームの活動テーマは、 

１）「かっぱつ体操」や「シルバーリハビリ体

操」の普及拡大を推進する。  

２）ウォーキングの出前講座を開設する。 

  ご希望される行政区に出向き講座を開催 

します。 

３）健康長寿戦略チームと各行政区の区長全員

でシルバーリハビリ体操を体験する。 

４）健康づくり推進課と協働でしあわせのクロ

ーバープロジェクトを展開する。 

   しあわせのクローバーとは ①運動、②

食育、③地域のつながり、④忘れないでね

検診を４つの柱とするものです。 
  

 

 平成 27 年度の活動計画として、 

１）子育て支援データーベースの完成と     

  さらなる充実を図る。 

２）市民・行政協働の「子育て救援隊」の

立上げを検討する。 

以上の２点にしぼり活動します。特に（2） 

については、新企画であり、今子育て中の 

保護者は緊急時の託児には困っているも 

のと思われます。そこで当地区社協として 

は「子育て救援隊」を立ち上げたい。 

安心して子育てができる地域づくりを 

するため、子供の面倒を家族でみられない

時に、子育てをサポートできる会員方式の

在宅福祉サービスを市社協と地区社協が

協働で進めていきたいと検討しています。 

予約なしでサポートを受けるシステム 

が出来ないか、需要がどの程度あるか等に 

ついて議論 

してから進 

めていきた 

いと考えて 

います。 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通移動支援チーム  
リーダー 井出文彦 

学校との連携チーム  
      リーダー 山口幸一 

 皆さん、ご自分が移動するときの交通手段

に不便を感じてはいませんか！ 
「買い物」などに行くとき、自宅から公共の

交通機関の場所まで遠い、また車両や運転免

許がなく、自分で移動することが困難な方。 

このような方々を少しでも手助けしようと

今、地区社協のサポーターが支援する「交通

移動支援」についての方策を検討しているチ

ームです。 

 ご利用される方が、便利で安心して利用い

ただけるようにするため、他の地域で実施し

ている例などを勉強中です。 

 

 

 昨年秋、岡田小学校の宮田校長先生の

話を聞く会を実施いたしました。 

当日は、はじめにいつも子供たちが食

べている給食を参加者全員でいただきま

した。とても美味しかったです。 

引き続き、授業の様子を参観、子供た

ちが熱心に勉強している様子を見る事が

できました。 

 校長先生との話し合いの中で、「いつで

も学校は開かれているので、授業参観は

自由です。ご都合のつくとき、いつでも

授業を見に来てください。」とおっしゃっ

ていました。 

 

 

ホームページ委員会  
委員長 三村武教 

規約改正委員会  
委員長  森 孝雄  

 分かりやすい、役に立つ、見て楽しいを目

標に、今年 3 月 31 日にホームページを立ち

上げました。 

 

 

 現在の規約が出来てから 2 年経過し、活

動範囲が多方面になり当初の活動方針と

実態に相違が生じてきています。 

そのため規約の見直しをして実態に即

し分かり易い規約に改正することを目的

に活動を進めています。 

  


